
〔事例〕
場面の様子をくら
べて読み、感想を
まとめよう
「一つの花」
（Ｃ読むこと）

５

ア 「粘り強さ」と「学習の調整」を意識した評価規準の設定

Ｂ 主体的に学習に取り組む態度を見取る評価事例

【Ｃｏｌｕｍn】なぜ「十分満足できる状況」（Ａ）の子どもを見取るのか
「十分満足できる状況」（Ａ）の子どもを見取ることが何につながるので

しょう。評定をつけるためという目的もあるかもしれませんが、他にも次の２
点のメリットが考えられます。
① 指導改善のため
A基準を意識することにより、教師が児童生徒のよさを引き出そうとする姿勢

が強まります。特に経験の浅い教師にとっては、より高い目標に到達するため
の指導改善につながります。
② 子どもの意欲の向上のため
評価基準を子どもと事前に共有した場合、子どもが自分のよさに気付くこと

ができ、Ａ基準の目標があることで、子どもはさらに高い目標に向かって意欲
をもって取り組み、学習したことの意義や価値を実感できるでしょう。

粘り強い取組を行おうとする側面
…ガソリン（エネルギー）

自らの学習を自己調整しようとする側面
…ハンドル（スキル）

どちらも、知識・技能、思考・判断・表
現から切り離さずに、評価することが求
められます。

Ｒ３日高教育研究所・教職員研修センター（小４・国語）

評価方法

考え方

ノートやレポート

等における記述
授業中の

発言
教師による

行動観察
児童生徒による自己評価
や相互評価等の状況

「主体的に学習に取り組む態度」を個別に見取
る（点で見取る）のではなく、２観点の獲得に
向かうプロセスを見取ろうとすることが重要



〔事例〕
読んで感じたこ
とや考えたこと
をまとめよう
「ごんぎつね」
（Ｃ読むこと）

〔事例〕
電気エネルギー
について知ろ
う・北海道の発
電について調査
し、最適なエネ
ルギーミックス
を考えよう

〔事例〕
音楽的な表現に
ついて学ぶ―音
楽的な表現力を
身に付ける

６

イ 「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」を
意識した評価場面の精選

Ｒ２胆振教育研究所（小４・国語）

・全員の学習状況を記録に残す評価を行う場面は｢○」
・指導に生かす評価を行う代表的な場面は「・」

評価規準の数、記録に残す評価の場面を精選することがポイント

ウ 「十分満足できる」学習状況の検討

Ｒ３釧路教育研究所（中２・技術）

エ 「努力を要する」状況の児童生徒への手立て

評価後のCの
児童生徒に
対する支援

支援の具体
当該児童の横につい
て「他のメンバーの
演奏を見てみよう」
という指示をしつつ、
徐々に活動に参加さ
せていく。

小水力発電の新技術について自
ら調べるなど、安全・安心な社
会の構築を目指してエネルギー
変換の技術を工夫し創造しよう
とする実践的な態度を身に付け
ようとしている姿が見られたこ
とから、生徒アを「十分満足で
きる」状況（Ａ）と評価

Ｒ３北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター
（小３・４・音楽）



〔事例〕
日常的な話題に
ついて、お互い
の情報や考えな
どを伝え合う

〔事例〕
場面の様子を
くらべて読み、
感想をまとめよ
う「一つの花」
（Ｃ読むこと）

〔事例〕
くりかえしに
気をつけて
とうじょう人物
の様子を読もう
「きつねのお
きゃくさま」
（Ｃ読むこと）

７

キ 単元を通した「主体的に学習に取り組む態度」の
総括的評価

Ｒ３函館市南北海道教育センター（小２・国語）

友達との意見交流後に紹介する文章をよりよくしようと修正し、単元の終わ
りに新たな紹介文を書き上げた。→「十分満足できる」状況（Ａ）と評価

カ 「指導に生かす評価」の結果を用いた授業改善

Ｒ３後志教育研修センター（小４・国語）

感じたことや考えたこと
を自分で調整しながら文
章にまとめようとしてい
る児童の様子を見取った。

交流で得た複数の記述を根拠にしようと
している姿や、友達の発言を参考に記述
している姿を全体で取り上げ、Ａ評価の
実際の事例を全体で共有した。

オ 記述ではない形で表出する児童生徒の姿に
着目した評価方法の工夫

Ｒ３上川教育研修センター（中１・外国語）

採点の基
準を明確
にし、評
価の仕方
について
具体的に
紹介
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【成果と課題】
○ 実践に基づいた単元の指導計画やワークシート、評価の実際等を掲載したことで、特に
経験が浅い教員にとって参考となる資料を計20事例作成できた。
○ 評価の場面を精選した指導計画を構想したことにより、指導と評価の一体化がなされ、
教職員の負担軽減につながることを確認できた。
○ ルーブリックを作成し子どもと共有したことで、教師の指導の方向性が明確になるととも
に、子どもの見通す・振り返る活動が充実し、子どもの学習への満足感が高まった。
○ 主体的に学習に取り組む態度の評定やルーブリックの考え方を示すことができた。
■単元の始めに、子どもにどのような学習計画を立てさせるか研究を深める必要がある。
■ルーブリックを活用した実践・評価事例を継続的に収集し、活用を促す必要がある。

主体的に学習
に取り組む態
度の評価に取
り組んだところ、
児童生徒の意
欲が高まり、教
師も把握しや
すくなりました。
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